
マラソンで、学びに向かう力、人間性を養う

一人一台端末を使って記録を管理し、自分の目標にどれだけ
近づけているかが分かるようにしました。

ICT活用のポイント

記録の手間はこれまで体育カード
に書いていたよりも速くなりました。

目標と現在の自分の記録を比較し
たり、記録の伸びを実感したりする
ことができ、マラソンが好きという
児童が増えました。

自分のタイ
ムを入力

赤い枠は
自動で計算
される

どれくらいのペースで
走ったら目標に届くの
だろう？

もう少しペースを上
げないと目標に届か
ないな。

分かる

見える

これまで 一人一台

自己調整に
つながる

朝のかけ足の
記録を記入

目標タイム
を決める
（例：中学年）

HYOGOスクールエバンジェリスト
加西市立西在田小学校 兵藤 大輔小学校の指導におけるICTの活用 体育



運動の実践では，補助的手段として活用するとともに、効果的なソフトやプログラムの活用を
図るなど、活動そのものの低下を招かないよう留意することが大切です。

ICT活用の
ポイント

・曲想ごとに，班に
担当部分を割り当て。

・各班で考えた
フォーメーションを
ノートに書(描)き，
それを撮影してから
振付を動画で収録。

・つくったスライドを
みんなで共有し，
他の班のアイデアを
各自で把握してから
体育館で実演しました。

＜小4・表現＞

体育館で演技する様子(動画：30秒)

表現運動

HYOGOスクールエバンジェリスト
姫路市立広畑第二小学校 谷川 雅敏小学校の指導におけるICTの活用 体育



成果を共有し、意欲付けをするカメラ機能を活用して、自分を客観的にみる

授業風景（動画：約40秒）

自分が縄跳びを跳ぶ様子を、鏡的に利用して見ること
ができます。また、録画をして、スローやコマ送り再生を
することで改善点やポイントを話し合い、対話的な学び
を行うこともできます。加えて、自分の成長を振り返る資
料にもなります。

ICT活用の
ポイント

普段の学習でカメラの
機能を活用しておくと、
操作技能の獲得に向け
た指導をする必要がな
くなります。児童も教師
も、普段の活用の延長
で気軽に実践ができま
す。

ICT活用の
ポイント

データをクラウド上で
操作することにより、複
数の児童が同時に作業
ができます。合計や平均
といった簡単な関数で
集計をし、グラフ化する
ことで、児童のやる気も
向上します。

＜第４学年 縄跳び＞

スプレッドシートに自分の成果を記録し、データを共有
するとともに、グラフ化をすることで、自分の成長を実感
するとともに、クラスの友達とともに成長していこうという目
標を持つことができます。また、上級生のお手本動画を
共有するなどして、学年を超えた交流をすることもできま
す。

＜第４学年 縄跳び＞

HYOGOスクールエバンジェリスト
丹波市立西小学校 池田 悟小学校の指導におけるICTの活用 体育


